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鳥類心臓の冠状動脈のうち, ニワトリについての報告は多いが5･6,10~12), その他の鳥類についての

報菖は少ない1'3'4,9,ll).ニワトリ2,11'やウズラ4),ライチョウ11),キウイ1),ペンギン1).では冠状動脈の

主幹が心室中隔内に位置し, 嘱乳類の場合 と大 きく異なっている. しかし, カモ9･11＼やアヒル9)では

心外膜下に位置する表在枝のほうが心室中隔内に位置する探在枝より発達しているという報告 もある.

著者らは先にハ ト8'とダチョウ7) の冠状動脈の分布を観察し,ハ トではニワトリと同じく冠状動脈の

主幹は心室中隔内に位置するが,ダチョウでは家畜と同じく冠状溝や室間溝の心外膜下に位置するこ

とを確かめた.Bezuidenhout3) もダチョウで同様のことを報告している.このように鳥類の冠状動

脈の分布様式は烏種によって異なるので,19種の鳥類の冠状動脈の分布について比較観察した.

材 料 と 方 法

材料は Tablelに示した9日･12科 ･19種の鳥類 197例の心臓である.いずれも冠状動脈に造影

刺 (バ リトゲンゾル)･ゼラチン混液, または合成ゴム (ネオプレンラテックス)を注入したのら観

察した.造影剤注入標本はⅩ線写真を撮影 (SoftexIEM)し, そのフィルムの透視 と心臓をそのま

ま肉眼的に追跡する方法を併用することにより,またラテックス注入標本は,そのまま,または鋳型

標本として観察した. さらに小型の鳥類の心臓の一部はオキシドールで脱色し,安息香酸ベンジル ･

サリチル酸メチル泥液で透明にした標本を観察に供した.

観 察 結 果

観察した鳥類の心臓には,一般に右および左大動脈洞から起始する2本の冠状動脈が分布していた

(Fig.1). しかし,54例中3例のニワトリ,2例中1例のセイケィ, 3例中1例のフラミンゴでは

右および左冠状動脈以外にもう1本の細い動脈が大動脈洞より起始し,心房または動脈円錐部の右心

室壁に分布していた.このように心臓に分布する動脈が大動脈から3本派出される例は197例中5例

(2.5%)で,その頻度は低かった.

左 ･右冠状動脈以外に大動脈から分岐する動脈を有していた上記 5例のうち, 3例の動脈は本来左

冠状動脈の基部から派出される心房間枝に相当するもので,それらは左大動脈洞,後大動脈洞または
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Fig.1. Radiographofarterialsystem inbarium-gelatininjectedheart
ofCallusgallusdomesticus,rightventriclewasreflectedand
leftventriclewasopenedoutatdorsalwall,γentralview

AO:aorta IA:interatrialbranchofleftcoronaryartery LA:leftatrium

LD:leftdeepbranch LS:leftsuperficialbranch RA:rightatrium RD:
rightdeepbranch RS:rightsuperficialbranch

右大動脈洞から起始していた.5例中残 り2例の動脈は右冠状動脈の円錐枝に相当するもので,い

れも右大動脈洞より起始していた.

右冠状動脈は右大動脈洞に起こり,ただちに右深枝と右浅枝に分岐していた (Figs.1,2).右深

は心室中隔の前上部に進入し,細枝を分岐しながら右心室腔近くを下後走, 心室中隔の背方から1

-1/2の部で前 ･後枝に分岐していた.右浅枝は大動脈と右心耳の間で円錐枝を分岐し,心前面に

われて右回旋枝となり,細い心房枝と心室枝を分岐しながら冠状構内を右後方-回旋していた.

左冠状動脈は左大動脈洞から起始した直後に,Ch房間枝を派出し,左心房前壁の下方を左走,肺動

幹の後方で左深枝と左浅枝に分岐していた (Figs.1,2).左深枝は,Ch室中隔内に進入し,分岐をく

返しながら左後走していた.左浅枝はさらに左走して心臓左面に現われるが,その間に努円錐室間

を派出していた. キジ目,ツル目, ミズナギ ドリ目,チドリ目,フラミンゴ (コウノトリ目),ス

メ目などの努円錐室間枝は左浅枝が心臓左面に現われる以前に分岐するため,心臓外表面からは認

られなかった.一方,ガンカモ目,フラミンゴを除くコウノトリ目,ワシタカ目,フクロウ目など

労円錐室間枝は左浅枝が心臓左面の冠状溝に近づいて分岐し,また太 く発達しているので労円錐室

溝よりやや後方の心臓外表面に認められた (Fig.3). 左浅枝はその後,左回旋枝となり,冠状構
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Fig.2. Radiographofright(A)andleft(B)halvesofheartinCallus
gallusdomesticus

AO:aorta IA:interatrialbranch LA:leftatrium LD:leftdeepbranch
LS:leftsuperficialbranch RA:rightatrium RD:rightdeepbranch
RS:rightsuperficialbranch

を左後方-旋回していた.

これら右および左冠状動脈,深 ･浅枝,労円錐室間枝などの発達程度には種差および個体差が見ら

れ,次の8型に分寮された (Fig.4,Table1).

Ⅰ型 右冠状動脈は左冠状動脈より太 く,右深枝は右浅枝より太い.右深枝は心室中隔の右部,そ

れに続く左心室壁の前,右および後部,右房室弁などに広 く分布する.右浅枝は弱枝で,右心室壁,

右心房の前および右壁に分布する.左深枝は左浅枝より太 く,心室中隔の前左部と左心室壁の左部に

分布するが,心尖には達しない･労円錐室間枝は発達が悪く,動脈円錐の心室中隔と左心室壁の左上

部のみに分布する.左回旋枝は左心室壁の上部と左心房の左壁に分布する弱枝である.

Ⅱ型 f型に似るが,左 ･右冠状動脈の太さが等しく,左深枝も心尖に達する.

Ⅲ型 左 ･右冠状動脈の太さはⅢ型と同じく等しい.左深枝と勇円錐室闇枝の太さもほぼ同じで,

左心室壁の左後部には左深枝,左前部には勇円錐室間枝が分布する.
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Fig.3. Phortographofwhiteradiopaquecontrastmediuminjectedheart
inNyciicoraxniciicorax,leftlateralview

AO:aorta CB:conalbranch LA:leftatrium LC:leftcircumflexbranch

PT:pulmonarytrunk PC:paraconalinterventricularbranch

Ⅳ型 右冠状動脈はⅠ型と同じ.左浅枝は左探枝より太く,また労円錐室間枝は左回旋枝より太く

この勇円錐室間枝が左冠状動脈の主幹をなす.左深枝は'Lh室中隔の前左部に分布するのみで,勇円錐

室間枝が左心室壁に広 く分布する.左回旋枝は Ⅰ型と同じ.

Ⅴ型 TV型に似るが,左 ･右冠状動脈の太さが同じ.勇円錐室間枝はⅣ型より発達がよく,心尖に

達する.

Ⅵ型 Ⅴ型に似るが右冠状動脈より左冠状動脈の方が太い.左冠状動脈の主幹である努円錐室間枝

が心尖を含む左心室壁に広く分布する.

Ⅶ型 左 ･右冠状動脈の太さは同じ.右深枝と右浅枝の太さもほぼ同じで,左心室壁の後部には右

回旋枝が分布する.左冠状動脈はV型と同じ.

Ⅷ型 右深枝は発達が悪く,心室中隔の右前部に分布するのみ.それに代って左深枝が大きく発達

し,心室中隔の大部分および左心室壁にも分布する.労円錐室間枝はV,Ⅶ型と同じ.
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Fig.4. Diagram showingvarioustypesofthearterialdistributionin
avesheart,γentralview

A:aorta LD:leftdeepbranch LS:leftsuperficialbranch P:pulmonary

artery PC:paraconalbranch RD:rightdeepbranch RS:rightsuperfi-
cialbranch

考 察

PETR丘Nll)は6種の鳥類139例申56例 (400/a), また LINDSAY etal.6'はニワトリ210例中

の約20%で左 ･右冠状動脈以外の心臓に分布する動脈が大動脈から分岐することを認め, その頻度

が哨乳類より高いのは鳥類の飛掬に適応したものと考えている11).しかし,今回の観察では,左 ･右

冠状動脈以外に大動脈から分岐する動脈の出現頻度は2.5%と低かった.またその頻度はニワトリで

は54例中3例 (5.60/a),先に報菖したニワト])より飛掬能力の高いハトでは29例中1例 (3.40/a)
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Table1. Observedspeciesandtheirnumberscategorizedintothetypesillustrated
inFig.4

Type Species Order Number

Callusgallusdomesticus
ニワトリ

Coturnixcoturnix

ウズラ

Passermontanus
スズメ

Porphyriopoliocephalusviridis
セイケイ

Puffinustenuirostris
ハシボソミズナギ ドリ

Scolopaxrusticola
ヤマシギ

Galliformes

Galliformes

Passeriformes

Gruiformes

Procellariiformes

Charadriirormes

Callusgallusdomesticus
ニワトリ

Coturnixcoturnix

ウズラ

Phoenicopterusruberchilensis
チリーフラミンゴ

Anthropoidesvirgo
アネハゾル

Balearicapavonina
カンムリツル

Rallusaquaticus.
クイナ

Galliformes

Galliformes

Ciconiiformes

Gruiformes

Gruiformes

Gruiformes

Coturnixcoturnix

ウズラ

Platalealeucorodia

ヘラサギ

Milvusmigrans
トビ

Accipiternisus
ハイタカ

Galliformes

Ciconiiformes

Farconirormes

Farconiformes

Anasplatyrhynchadomestica
アヒル

Cygnopsiscygnoidorientalis
シナガチ ョウ

Cygnusolor
コブハクチョウ

Anseriformes

Anseriformes

Anseriformes

Aれasplatyrhynchadomestica
アヒル

Nycticoraxnicticorax
ゴイサギ

Ciconiaciconia
シュバシコウ

Anseriformes

Ciconiiformes

CiconiiformeS

Strixuralensis Strigiformes 7
7クロウ

Nycticoraxnicticorax Ciconiiformes 3
ゴイサギ

Ⅷ
Aれasplatyrhynchadomestica
アヒル

Anseriformes
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であった.さらにこの動脈は左冠状動脈の心房間枝または右冠状動脈の円錐枝に相当するもので,い

ずれも細く,それが鳥類の飛掬能力と関係があるとは思われなかった.したがって,鳥寮でも左 ･右

冠状動脈の2本が大動脈から分岐して心臓に分布するのが基本型と考えられる.

左 ･右冠状動脈の発達状態に関し,ニワトリとライチョウでは右冠状動脈が左冠状動脈より太いと

いわれている11).今回の観察では,多くは右冠状動脈の方がやや太い傾向が認められたが,フクロウ

目では逆に左冠状動脈の方がやや太かった. これらの冠状動脈の主幹はニワトリ2,ll)やウズラ4',ラ

イチョウ11),ハト8),ペンギン1),キウイ1)では心室中隔内に位置し, ダチョウ3,7), カモ9,ll),アヒ
ル9'では心外膜下に位置するといわれている. 今回の観察では,右冠状動脈は多くの場合,心室中隔

内に位置する深枝が主幹となり,わずかゴイサギの9例申3例に浅枝と深枝が同大のものが認められ

たにすぎない. ダチョウ3,7)では家畜のように心外膜下に位置する浅枝が右冠状動脈の主幹をなして

いるが,今回の観察ではそのようなものは認められず,鳥寮では右冠状動脈の主幹は心室中隔内に位

置する場合が一般的であると考えられる.一方,左冠状動脈では鳥種による変異が多く,キジ目,ツ

ル目, ミズナギドリ目,チドリ日,フラミンゴ (コウノトリ冒), スズメ目では深枝が主幹をなし,

ワシタカ目とヘラサギ (コウノトリ目)では深枝と心外膜下に位置する勇円錐室闇枝がほぼ同大,ガ

ンカモ目,フクロウ目,コウノトリ目のゴイサギとシュバシコウでは労円錐室間枝が主幹をなしてい

た.

以上のような左 ･右冠状動脈およびそれらの分枝の発達状態から,鳥類の冠状動脈の分布様式を･8

型に分類した.LINDSAY eial.6' はニワトリの冠状動脈の分布様式を3塾に分数しているが,その

Ⅰ型は今回のⅢ型,Ⅲ型はⅠ型にそれぞれ相当し,Ⅲ型は今回のⅢ型よりさらに左深枝が発達してい

るようである.著者らが先に報告したハ ト8)は29例中16例が Ⅰ型,13例がⅢ型に分類される.また

ダチョウ7) はⅦ型に似るが,右浅枝は右深枝より大きく発達し,右冠状動脈の主幹をなしていた.

要 約

鳥類19種の冠状動脈を肉眼的に観察した.

一般に,左 ･右大動脈洞から起始し,深枝と浅枝に分岐する2本の冠状動脈が認められたが,これ

らに加え197例中5例に別の細い動脈が大動脈洞から直接起始している所見がえられた.

右冠状動脈は一般に左冠状動脈と同大か,やや太かったが,フクロウ目では逆に左大動脈の方が太

い傾向が認められた.

右深枝は右浅枝より太いのが一般的であるが,ゴイサギの9例申3例に両者の太さの等しいものが

見られた.

キジ目,ツル目, ミズナギドリ臼,チドリ目,フラミンゴ,スズメ臼では左深枝が左冠状動脈の主

幹をなしていたが,ガンカモ目,フクロウ目,ゴイサギ,シュバシコウでは左浅枝の勇円錐室間枝が

主幹をなしていた.ワシタカ目とヘラサギでは左深枝と勇円錐室間枝が同大であった.

烏賛心臓の動脈分布様式を比較検討した結果,観察した19種の鳥類のそれらは8型に分類された.

終りに,材料を提供して頂いたフェニックス自然動物園 (宵崎市), 鹿児島市平川動物公園,ケー

ブルラクテンチ動物園 (別府市), 宮崎サファリパーク,子供の国 (宮崎市)の関係者に深謝する.
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Summary

ThecoronaryarteriesweremacroscoplCallyInvestigatedin19speciesofaves.
TherewereusuallytwocoronaryarteriesarlSlngfromtheleftandrightaorticsinuse
eachdividingintoadeepandasuperficialbranch. However,infiveof197 specime
examined,otherslllallarteriesarosedirectlyfrom theaorticsinus.
Ingeneral,therightandleftcoronaryartel･ieswereofequalsizeortlleformerw
slightlylargerthanthelatter.However,intheheartsofStrigiformestlleleftarteryw
largerthantheright.
Therightdeepbranchwaslargerthantherightsuperficialbranch,butin3of
heartsofNycticoraxnycticoraxtheywereequallydeveloped.
IntheheartsofGalliformes,Anseriformes,Procellariiformes,Charadriiformes,Pho
nicoPterusTuberchilensisandPasseriformesthemaintrunkoftheleftcoronaryarte
wasformedwiththeleftdeepbranch,butwasformedwiththeparaconalbranchoft
leftsuperficialbranchinAnseriformes,Strigiformes,NycticoraxnycticoraxandCicon
ciconia. IntheFalconiformesandPlatalealeucorodiathedeepandtheparaconalinter-
Ventricularbrancheswereequallydeveloped.
Eightpatternsofarterialdistributionwerethusrecognizedintheheartsof19species
ofaves.




